
JP 6993854 B2 2022.1.14

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第6993854号

(P6993854)
(24)登録日　令和3年12月14日(2021.12.14)(45)発行日　令和4年1月14日(2022.1.14)

(54)【発明の名称】　空気入りタイヤ

(51)国際特許分類
　   Ｂ６０Ｃ 11/13 (2006.01)
　   Ｂ６０Ｃ 11/03 (2006.01)
　   Ｂ６０Ｃ 11/12 (2006.01)

ＦＩ
　Ｂ６０Ｃ 11/13 　　　Ｂ 　　　
　Ｂ６０Ｃ 11/03 １００Ａ 　　　
　Ｂ６０Ｃ 11/12 　　　Ａ 　　　
　Ｂ６０Ｃ 11/12 　　　Ｂ 　　　

(21)出願番号　 特願2017-226955(P2017-226955)
(22)出願日　 平成29年11月27日(2017.11.27)
(65)公開番号　 特開2019-94015(P2019-94015A)
(43)公開日　 令和1年6月20日(2019.6.20)

審査請求日　 令和2年9月18日(2020.9.18)

(73)特許権者　 000003148
ＴＯＹＯ  ＴＩＲＥ株式会社
兵庫県伊丹市藤ノ木２丁目２番１３号

(74)代理人　 100100158
弁理士　鮫島  睦

(74)代理人　 100101454
弁理士　山田  卓二

(74)代理人　 100111039
弁理士　前堀  義之

(72)発明者　 中村  昌
兵庫県伊丹市藤ノ木２丁目２番１３号  
東洋ゴム工業株式会社内

審査官　 赤澤  高之

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
接 地 面 の タ イ ヤ 幅 方 向 の 外 側 部 分 を 構 成 す る シ ョ ル ダ ー 部 を 備 え 、
前 記 シ ョ ル ダ ー 部 に は 、 前 記 接 地 面 に タ イ ヤ 周 方 向 に つ な が っ た 溝 部 が 形 成 さ れ 、
前 記 溝 部 は 、 深 溝 部 と 、 前 記 深 溝 部 よ り も タ イ ヤ 幅 方 向 外 側 に 形 成 さ れ て 溝 深 さ が 浅 い 浅  
溝 部 と 、 を 備 え 、
前 記 浅 溝 部 は 、 溝 深 さ が タ イ ヤ 周 方 向 に 周 期 的 に 増 減 し 、
前 記 浅 溝 部 は 、 タ イ ヤ 幅 方 向 に 並 設 さ れ る 第 １ 浅 溝 部 と 第 ２ 浅 溝 部 と を 備 え 、
前 記 第 １ 浅 溝 部 と 前 記 第 ２ 浅 溝 部 は 、 溝 深 さ が 逆 位 相 と な っ て い る 、 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ 浅 溝 部 と 前 記 第 ２ 浅 溝 部 は 同 一 形 状 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 浅 溝 部 は 、 溝 深 さ が 前 記 深 溝 部 の 溝 深 さ の １ ／ ３ 以 下 の 寸 法 で 増 減 す る 、 請 求 項 １ 又  
は 請 求 項 ２ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 浅 溝 部 は 、 前 記 深 溝 部 の 溝 深 さ の １ ／ ３ か ら ２ ／ ３ の 範 囲 で 溝 深 さ を 増 減 さ せ る 、 請  
求 項 １ か ら ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 浅 溝 部 は 、 溝 深 さ が 増 減 す る １ 周 期 の タ イ ヤ 周 方 向 の 長 さ が 、 溝 深 さ の 最 大 値 と 最 小  
値 の 差 の ２ 倍 以 上 ５ 倍 以 下 で あ る 、 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 空 気 入 り タ イ  

請求項の数　5　（全8頁）
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ヤ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 空 気 入 り タ イ ヤ に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 、 シ ョ ル ダ ー ブ ロ ッ ク に 縦 細 溝 を 形 成 す る こ と に よ り 、 ト レ ッ ド 縁 側 の 外 シ ョ ル ダ ー  
ブ ロ ッ ク 片 と 、 内 シ ョ ル ダ ー ブ ロ ッ ク 片 に 区 分 し 、 外 シ ョ ル ダ ー ブ ロ ッ ク 片 に 縦 細 溝 よ り  
も 溝 巾 が 小 の タ イ ヤ 周 方 向 に の び る エ ッ ジ サ イ ピ ン グ を 形 成 し た 空 気 入 り タ イ ヤ が 公 知 で  
あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し な が ら 、 前 記 従 来 の 空 気 入 り タ イ ヤ で は 、 シ ョ ル ダ ー 部 に 形 成 し た 縦 細 溝 は タ イ ヤ  
周 方 向 に 同 一 深 さ で 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 タ イ ヤ 径 方 向 の 剛 性 が 同 一 と な り 、 接 地  
圧 が 作 用 し た と き に 特 定 箇 所 に 応 力 が 集 中 し て し ま う 恐 れ が あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 許 第 ３ １ ３ ３ ８ ０ ０ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 シ ョ ル ダ ー 部 の 特 定 箇 所 に 歪 が 集 中 し て ク ラ ッ ク が 発 生 す る こ と を 防 止 で き る  
空 気 入 り タ イ ヤ を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 と し て 、
接 地 面 の タ イ ヤ 幅 方 向 の 外 側 部 分 を 構 成 す る シ ョ ル ダ ー 部 を 備 え 、
前 記 シ ョ ル ダ ー 部 に は 、 前 記 接 地 面 に タ イ ヤ 周 方 向 に つ な が っ た 溝 部 が 形 成 さ れ 、
前 記 溝 部 は 、 深 溝 部 と 、 前 記 深 溝 部 よ り も タ イ ヤ 幅 方 向 外 側 に 形 成 さ れ て 溝 深 さ が 浅 い 浅  
溝 部 と 、 を 備 え 、
前 記 浅 溝 部 は 、 溝 深 さ が タ イ ヤ 周 方 向 に 周 期 的 に 増 減 し 、
前 記 浅 溝 部 は 、 タ イ ヤ 幅 方 向 に 並 設 さ れ る 第 １ 浅 溝 部 と 第 ２ 浅 溝 部 と を 備 え 、
前 記 第 １ 浅 溝 部 と 前 記 第 ２ 浅 溝 部 は 、 溝 深 さ が 逆 位 相 と な っ て い る 、 空 気 入 り タ イ ヤ を 提  
供 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 構 成 に よ り 、 溝 深 さ が タ イ ヤ 周 方 向 に 周 期 的 に 増 減 す る 浅 溝 部 が 、 シ ョ ル ダ ー 部 の う  
ち 、 深 溝 部 よ り も タ イ ヤ 幅 方 向 の 外 側 部 分 （ シ ョ ル ダ ー 端 部 ） で の 偏 摩 耗 の 発 生 を 防 止 す  
る だ け で な く 、 タ イ ヤ 径 方 向 で の 剛 性 バ ラ ン ス を 分 散 さ せ る 。 こ の た め 、 シ ョ ル ダ ー 端 部  
が 受 け る 接 地 圧 に 基 づ く 応 力 が 、 タ イ ヤ 径 方 向 の 特 定 の 同 一 円 周 上 に 集 中 し て ク ラ ッ ク が  
発 生 す る こ と を 防 止 で き る 。
ま た 、 第 １ 浅 溝 部 と 第 ２ 浅 溝 部 と で そ れ ぞ れ 調 整 さ れ る 剛 性 バ ラ ン ス を タ イ ヤ 周 方 向 で 均  
一 に す る こ と が で き 、 よ り 一 層 、 接 地 圧 の 集 中 を 防 止 し て ク ラ ッ ク の 発 生 を 抑 制 す る こ と  
が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 記 第 １ 浅 溝 部 と 前 記 第 ２ 浅 溝 部 は 同 一 形 状 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の 構 成 に よ り 、 第 １ 浅 溝 部 と 第 ２ 浅 溝 部 の そ れ ぞ れ で 得 ら れ る 剛 性 の バ ラ ツ キ を 防 止 で  
き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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前 記 浅 溝 部 は 、 溝 深 さ が 前 記 深 溝 部 の 溝 深 さ の １ ／ ３ 以 下 の 寸 法 で 増 減 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の 構 成 に よ り 、 溝 深 さ の 増 減 に 伴 う 剛 性 の 変 化 を 適 切 な 範 囲 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
特 に 、 前 記 浅 溝 部 は 、 前 記 深 溝 部 の 溝 深 さ の １ ／ ３ か ら ２ ／ ３ の 範 囲 で 溝 深 さ を 増 減 さ せ  
る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の 構 成 に よ り 、 タ イ ヤ 径 方 向 の 剛 性 バ ラ ン ス を 、 ３ 段 階 で 均 等 に 変 化 さ せ る こ と が で き  
る 。 す な わ ち 、 浅 溝 部 が 形 成 さ れ た タ イ ヤ 径 方 向 の 外 側 の 領 域 で は 、 最 も 剛 性 を 弱 く で き  
、 内 側 の 領 域 で は 強 く で き 、 中 間 部 で は そ の 間 の 剛 性 と で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
前 記 浅 溝 部 は 、 溝 深 さ が 増 減 す る １ 周 期 の タ イ ヤ 周 方 向 の 長 さ が 、 溝 深 さ の 最 大 値 と 最 小  
値 の 差 の ２ 倍 以 上 ５ 倍 以 下 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の 構 成 に よ り 、 タ イ ヤ 周 方 向 の 剛 性 バ ラ ン ス を 適 切 な も の と し て 、 よ り 一 層 、 偏 摩 耗 と  
ク ラ ッ ク の 発 生 を 防 止 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 シ ョ ル ダ ー 部 に 形 成 し た 深 溝 部 よ り も タ イ ヤ 幅 方 向 外 側 に 、 溝 深 さ が タ  
イ ヤ 周 方 向 に 周 期 的 に 増 減 す る 浅 溝 部 を 形 成 す る よ う に し た の で 、 溝 底 が 同 一 円 周 上 に 位  
置 し て 接 地 圧 に 基 づ く 応 力 が 特 定 位 置 に 集 中 す る と い っ た こ と が な い 。 こ の た め 、 ク ラ ッ  
ク 等 を 発 生 さ せ る こ と な く 、 シ ョ ル ダ ー 部 の 接 地 圧 を 均 一 に し て 偏 摩 耗 の 発 生 を 抑 制 す る  
こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 空 気 入 り タ イ ヤ の 子 午 線 半 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の リ ブ 端 部 を 示 す 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 浅 溝 部 の 溝 底 形 状 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 他 の 実 施 形 態 に 係 る 浅 溝 部 の 溝 底 形 状 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 他 の 実 施 形 態 に 係 る 浅 溝 部 の 溝 底 形 状 を 示 す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
以 下 、 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 を 添 付 図 面 に 従 っ て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説 明 は 、 本 質 的  
に 例 示 に 過 ぎ ず 、 本 発 明 、 そ の 適 用 物 、 あ る い は 、 そ の 用 途 を 制 限 す る こ と を 意 図 す る も  
の で は な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 １ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 空 気 入 り タ イ ヤ の 子 午 線 半 断 面 図 で あ る 。 こ の 空 気 入 り タ イ ヤ  
で は 、 タ イ ヤ 幅 方 向 Ｗ Ｄ の 両 側 に 、 タ イ ヤ 周 方 向 に 環 状 に つ な が っ た ビ ー ド コ ア （ 図 示 せ  
ず ） が 配 置 さ れ て い る 。 ビ ー ド コ ア の 間 に は カ ー カ ス プ ラ イ １ が 掛 け 渡 さ れ て い る 。 カ ー  
カ ス プ ラ イ １ の タ イ ヤ 幅 方 向 Ｗ Ｄ の 中 央 部 分 に は 、 タ イ ヤ 径 方 向 Ｒ Ｄ の 外 側 に 複 数 の ベ ル  
ト ２ が 巻 き 付 け ら れ て い る 。 ベ ル ト ２ の タ イ ヤ 径 方 向 Ｒ Ｄ の 外 側 は 、 走 行 時 に 路 面 に 接 触  
す る 接 地 面 ３ を 有 す る ト レ ッ ド 部 ４ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ト レ ッ ド 部 ４ に は 、 タ イ ヤ 周 方 向 に つ な が っ た 複 数 本 の 主 溝 ５ が 形 成 さ れ て い る 。 主 溝 ５  
は 、 タ イ ヤ 幅 方 向 Ｗ Ｄ の 中 心 側 の ２ 本 の 第 １ 主 溝 ５ ａ と 、 外 側 の ２ 本 の 第 ２ 主 溝 ５ ｂ と か  
ら な る 都 合 ４ 本 で 構 成 さ れ て い る 。 第 １ 主 溝 ５ ａ の 間 に は 、 タ イ ヤ 周 方 向 に つ な が る セ ン  
タ ー リ ブ ６ が 形 成 さ れ 、 第 １ 主 溝 ５ ａ と 第 ２ 主 溝 ５ ｂ の 間 に は 、 メ デ ィ エ イ ト リ ブ ７ が 形  
成 さ れ 、 第 ２ 主 溝 ５ ｂ か ら タ イ ヤ 幅 方 向 の 外 側 に は シ ョ ル ダ ー リ ブ ８ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
シ ョ ル ダ ー リ ブ ８ に は 、 タ イ ヤ 幅 方 向 Ｗ Ｄ の 外 側 部 分 に 、 タ イ ヤ 周 方 向 に 延 び る 複 数 の 溝  
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部 ９ が 形 成 さ れ て い る 。 溝 部 ９ は 、 深 溝 部 １ ０ と 浅 溝 部 １ １ を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
深 溝 部 １ ０ は 、 主 溝 ５ と ほ ぼ 同 様 な 溝 深 さ に 形 成 さ れ て い る が 、 溝 幅 は 十 分 に 狭 く な っ て  
い る （ こ こ で は 、 深 溝 部 １ ０ の 溝 幅 は 主 溝 ５ の 溝 幅 の 約 ２ ０ ％ と さ れ て い る 。 ） 。 ま た 、  
深 溝 部 １ ０ の 溝 底 は 、 子 午 線 断 面 で 見 た と き 、 断 面 円 弧 状 の 湾 曲 面 で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
浅 溝 部 １ １ は 、 深 溝 部 １ ０ よ り も タ イ ヤ 幅 方 向 Ｗ Ｄ の 外 側 部 分 で あ る リ ブ 端 部 １ ２ に 形 成  
さ れ て い る 。 浅 溝 部 １ １ は 、 前 記 深 溝 部 １ ０ よ り も 溝 深 さ が 小 さ く （ こ こ で は 、 浅 溝 部 １  
１ の 溝 深 さ は 、 後 述 す る よ う に 、 深 溝 部 １ ０ の 溝 深 さ の 約 ５ ０ ％ を 中 心 と し て 増 減 し て い  
る ） 、 幅 寸 法 も 、 前 記 深 溝 部 １ ０ よ り も 狭 く な っ て い る （ こ こ で は 、 浅 溝 部 １ １ の 溝 幅 は  
深 溝 部 １ ０ の 溝 幅 の 約 ３ ０ ％ と さ れ て い る ） 。 ま た 、 浅 溝 部 １ １ の 溝 底 は 、 前 記 深 溝 部 １  
０ と 同 様 に 、 子 午 線 断 面 で 見 た と き 、 断 面 円 弧 状 の 湾 曲 面 で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
浅 溝 部 １ １ は 、 タ イ ヤ 幅 方 向 Ｗ Ｄ の 内 側 の 第 １ 浅 溝 部 １ ３ と 、 外 側 の 第 ２ 浅 溝 部 １ ４ と を  
備 え る 。 第 １ 浅 溝 部 １ ３ と 第 ２ 浅 溝 部 １ ４ は 同 一 形 状 で あ り 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 タ イ ヤ  
周 方 向 に 向 か っ て 溝 深 さ が 一 定 周 期 で 増 減 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 タ イ ヤ 周 方 向 で 見  
た 場 合 、 溝 深 さ の 増 加 割 合 と 減 少 割 合 は 同 じ で あ り 、 滑 ら か な 波 状 と な っ て い る 。 こ こ で  
は 、 溝 底 が サ イ ン カ ー ブ を 描 く よ う に 形 成 さ れ て い る 。 溝 深 さ を 同 一 と し た 場 合 、 そ の 溝  
底 を 境 と し て 剛 性 が 大 き く 変 化 す る た め 、 溝 底 部 分 に 歪 が 集 中 し 、 ク ラ ッ ク を 発 生 さ せ る  
原 因 と な る が 、 前 述 の よ う に 構 成 す る こ と で 、 そ の 問 題 を 解 決 す る こ と が で き る 。 す な わ  
ち 、 タ イ ヤ 周 方 向 に 溝 深 さ を 増 減 さ せ る こ と に よ り 、 こ の 増 減 範 囲 で の 剛 性 を タ イ ヤ 径 方  
向 に ば ら つ か せ 、 歪 を 分 散 さ せ て １ 箇 所 に 集 中 す る こ と を 防 止 で き る 。 こ の 結 果 、 １ 箇 所  
に 歪 が 集 中 す る こ と に よ る ク ラ ッ ク の 発 生 を 抑 制 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 第 １ 浅 溝 部 １ ３ の 溝 底 １ ３ ｂ ｔ ｍ と 第 ２ 浅 溝 部 １ ４ の 溝 底 １ ４ ｂ ｔ ｍ  
は 、 深 溝 部 １ ０ の 溝 深 さ を タ イ ヤ 径 方 向 に ３ 等 分 し た 場 合 、 そ の 中 間 領 域 １ ６ に 位 置 し て  
い る 。 ま た 、 第 １ 浅 溝 部 １ ３ の 溝 底 １ ３ ｂ ｔ ｍ と 第 ２ 浅 溝 部 １ ４ の 溝 底 １ ４ ｂ ｔ ｍ は 、 深  
溝 部 １ ０ の 溝 深 さ の １ ／ ３ 以 下 の 寸 法 で 増 減 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 リ  
ブ 端 部 １ ２ の 剛 性 を 、 シ ョ ル ダ ー リ ブ ８ の 表 面 か ら 、 深 溝 部 １ ０ の 溝 深 さ の １ ／ ３ ま で の  
表 面 領 域 １ ５ と 、 そ こ か ら 深 溝 部 １ ０ の 溝 深 さ の ２ ／ ３ ま で の 中 間 領 域 １ ６ と 、 さ ら に 溝
底 ま で の 内 部 領 域 １ ７ と で 相 違 さ せ る こ と が で き る 。 但 し 、 浅 溝 部 １ １ の 溝 深 さ が 増 減 す  
る 範 囲 は 、 中 間 領 域 １ ６ の 全 体 と な る こ と も あ る が 、 そ の 一 部 と な る こ と も あ る 。 浅 溝 部  
１ １ の 溝 深 さ が 中 間 領 域 １ ６ の 一 部 で 増 減 す る 場 合 、 そ の 位 置 は 表 面 領 域 側 、 中 央 あ る い  
は 内 部 領 域 側 の い ず れ に 変 位 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の よ う に 、 浅 溝 部 １ １ が 有 る 領 域 と 、 無 い 領 域 と の 間 に 両 方 が 混 在 す る 領 域 を 介 在 さ せ  
る こ と で 、 剛 性 が タ イ ヤ 径 方 向 に 極 端 に 変 化 す る こ と を 防 止 で き る 。 こ の た め 、 タ イ ヤ 径  
方 向 の 特 定 箇 所 （ す な わ ち 、 同 一 円 周 上 の 溝 底 部 分 ） に 応 力 が 集 中 し て し ま う こ と が な く  
な り 、 ク ラ ッ ク の 発 生 を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 第 １ 浅 溝 部 １ ３ の 溝 底 １ ３ ｂ ｔ ｍ と 第 ２ 浅 溝 部 １ ４ の 溝 底 １ ４ ｂ ｔ ｍ  
と で は 増 減 周 期 が 逆 位 相 と さ れ て い る 。 換 言 す れ ば 、 第 １ 浅 溝 部 １ ３ の 溝 深 さ が 最 も 深 い  
部 分 １ ３ ａ に 第 ２ 浅 溝 部 １ ４ の 最 も 浅 い 部 分 １ ４ ｂ が 位 置 し 、 逆 に 第 １ 浅 溝 部 １ ３ の 溝 深  
さ が 最 も 浅 い 部 分 １ ３ ｂ に 第 ２ 浅 溝 部 １ ４ の 最 も 深 い 部 分 １ ４ ａ が 位 置 し て い る 。 こ れ に  
よ り 、 タ イ ヤ 周 方 向 で の 剛 性 の ば ら つ き を も 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
第 １ 浅 溝 部 １ ３ と 第 ２ 浅 溝 部 １ ４ の １ 周 期 の タ イ ヤ 周 方 向 の 長 さ Ｌ は 、 溝 底 １ ３ ｂ ｔ ｍ 、  
１ ４ ｂ ｔ ｍ の 最 も 深 い 位 置 と 最 も 浅 い 位 置 の 間 の タ イ ヤ 径 方 向 の 距 離 ｄ （ 溝 底 １ ３ ｂ ｔ ｍ  
、 １ ４ ｂ ｔ ｍ が サ イ ン カ ー ブ の 場 合 は そ の 振 幅 ） の ２ 倍 以 上 ５ 倍 以 下 の 値 に 設 定 さ れ て い  
る 。 前 記 長 さ Ｌ が 前 記 距 離 ｄ の ２ 倍 未 満 で あ れ ば 、 タ イ ヤ 周 方 向 に 延 び る 溝 底 １ ３ ｂ ｔ ｍ  
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、 １ ４ ｂ ｔ ｍ の 曲 率 半 径 が 小 さ く 、 ク ラ ッ ク が 発 生 す る 恐 れ が あ る 。 一 方 、 前 記 長 さ Ｌ が  
前 記 距 離 ｄ の ５ 倍 を 超 え れ ば 、 タ イ ヤ 径 方 向 の 剛 性 バ ラ ン ス が 特 定 円 周 上 に 集 中 し や す く  
な り 、 歪 が 集 中 し て や は り ク ラ ッ ク が 発 生 し や す く な る 。 前 記 長 さ Ｌ を 前 記 距 離 ｄ の ２ 倍  
以 上 ５ 倍 以 下 の 値 に 設 定 す る こ と で 、 こ の よ う な ク ラ ッ ク の 発 生 を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
な お 、 本 発 明 は 、 前 記 実 施 形 態 に 記 載 さ れ た 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 種 々 の 変 更  
が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
前 記 実 施 形 態 で は 、 浅 溝 部 １ １ を ２ 箇 所 と し た が 、 １ 箇 所 あ る い は ３ 箇 所 以 上 と す る こ と  
も 可 能 で あ る 。 但 し 、 浅 溝 部 １ １ を 形 成 す る 数 は 、 深 溝 部 １ ０ に よ っ て 形 成 さ れ る リ ブ 端  
部 １ ２ の 幅 寸 法 に 依 存 す る 。 ま た 、 ３ 箇 所 以 上 と す る 場 合 に は 、 １ 周 期 ／ ｎ （ ｎ は 浅 溝 部  
１ １ の 数 ） ず つ 位 相 を ず ら せ る よ う に す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
前 記 実 施 形 態 で は 、 第 １ 浅 溝 部 １ ３ の 溝 底 １ ３ ｂ ｔ ｍ 及 び 第 ２ 浅 溝 部 １ ４ の 溝 底 １ ４ ｂ ｔ  
ｍ を サ イ ン カ ー ブ で 形 成 し た が 、 図 ４ に 示 す 三 角 パ ル ス や 、 図 ５ に 示 す 矩 形 パ ル ス で 構 成  
す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 も 前 記 実 施 形 態 と 同 様 に 、 位 相 を 逆 転 さ せ る の が 好 ま し い 。  
但 し 、 好 ま し い 形 状 は 滑 ら か な 波 状 で あ る 。 ま た 、 こ の よ う な 形 状 の 浅 溝 部 １ １ を ３ 箇 所  
以 上 設 け る 場 合 に は 、 位 相 の ず ら せ 方 は 前 記 同 様 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
１ … カ ー カ ス プ ラ イ
２ … ベ ル ト
３ … 接 地 面
４ … ト レ ッ ド 部
５ … 主 溝
５ ａ … 第 １ 主 溝
５ ｂ … 第 ２ 主 溝
６ … セ ン タ ー リ ブ
７ … メ デ ィ エ イ ト リ ブ
８ … シ ョ ル ダ ー リ ブ （ シ ョ ル ダ ー 部 ）
９ … 溝 部
１ ０ … 深 溝 部
１ １ … 浅 溝 部
１ ２ … リ ブ 端 部
１ ３ … 第 １ 浅 溝 部
１ ４ … 第 ２ 浅 溝 部
１ ５ … 表 面 領 域
１ ６ … 中 間 領 域
１ ７ … 内 部 領 域
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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